
B.C.Gに よるKoeh氏 現象 に及 ぼ ず 「ビタ ミン」

Pの 影 響 に就 い て

東京大學醫學部沖中内科教室 森 谷 藤 樹

1緒 言 ●

結核海狽に於て既に 「ツ{3ルク リン ・ア レルギ

ー」の歌態にあるもの に、B.C.G.を 接種 した 際

の接種局所攣化、帥ちKoch氏 現象の獲現状態

は①柳澤氏の實験によれば 『結核海狽では健康海

狽に比 して早 く局所攣化が現れ、間 もな く潰瘍に

なり、其の潰瘍 も2週 間とは綾かすに治癒 し、健

康海猿の場合には局所に攣化を生す る ものが少
ゆ

ぐ、其の攣化のうちの一部は潰瘍にまでなるが、

結核海狼の場合 より局所攣化は遙かに 逞 れ て 現

れ、且つ長 く績 く傾向がある。結核海猿の接種局
硫

所攣化はKoch氏 現象によるものと解され、健康

海 狼め接種局所の攣化はB.C.G.の 弱い毒性によ

るものと思ふ』と述べた。②東辻氏は同様に 『結

核海猿に於けるB・C.G.接 種局所は早期に膿瘍或

は潰瘍 を形成 し、所謂Koch氏 現象を認めるが
ゆ へ

菌量籐 りに微量或は皮下接種の場合は不明確であ

る』と。
の

B・C・G・に よ るKoch氏 現 象 に就 て は上 述 以 外
ぜ

には文厭に乏しい。乙此現象に封 し毛細管透過性ビ

タミン(ビ タ ミンP)が 如何なる影響 を與えるか

を観察するため、ビタミンPと しては 「ヘスベ リ

ン」(武田)粉末を用ひ、次の如き實験を行つた。

2費 験 方 法

(イ)感 作 方 法 。 フ ランク フル5株O.Olm9を 艦

重25ρ9前 後の海旗の大腿外側皮下接種。

や)「 ツ」反 臨 約1ク 月後 傳研 製 魯 ツー・、ル ク リ
'sンlo倍 稀 繹aso

・2c・b・を以 て腹部 皮 内注 射 「ッ」
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反 慮 陽 性 韓 化 を確 か め た 海 猿 を使 用 した 。

(ハ)最 初 の飼 育 方洗 。 フ ラ ンク フル ト株 感 作 よ

り 「ツ」 反 磨實 施 後1週 間 迄 の 期 間 は 、 大 萎 と

「ク ロー ヴ ア」 を以 て飼 育 した。 此 聞 動 物 は死

亡 す る 庵の は な か つ た 。

(二)B・C・(N・ 皮 内接 種 。 「ツ」反慮 後2週 間 目に

睨 毛 した 腹 部 正 中線 の爾 側2ク 所 に 、B.C.G

α12mg(O・2c・c・)を 皮 内接 種 し考 。'

'(ホ)ヘ ス ベ リン投 、與飼 育 方法 。 「ツ」反 磨 後1週

間迄 は上 述 の 大 萎 と 「ク ロ ー ヅ ア 」 を以 て 、

B.(〉.G.接 種 前1週 聞 よ のは 「ク ロー ヴ ア」の投

與 を止 め、 海 猿 を2群 に分 ち 、封 照 群 に は水 に

濡 した大 萎 の み を與 え 、他 群 には 水 に 濡 した大

肇 に 「ヘ スベ リシ」粉 末(武 田)を1匹 宛1日

量lgの 割合 にふ りか け た 。.

然 る に此 の 飼 育 方法 で は爾 群 共 に動 物 の死 亡

す る もの 多 く、 止 む を得 すB.C.G.接 種 後 第3

日 目よ り1‡爾 群 に夫 々「ク ロー ブ ア」を加 えた。

此 際 ヘ スベ リン剣 に は 、 ヘ ス ペ リン粉 末 同 量1

日19宛 「クP一 ヴ ァ」 にふ りか け た。 海 独 は

好 諺 で 毎 日盤 く之 を食 ひ終 えて残 す事 な く、其

の 後 は1匹 も死 亡 す る もの は なか つ た。、

(へ)観 察 期 間 。B.C.G.接 種 後 蓮績2週 聞 、接 種

局 所 の攣 化 を観 察 し、 反 慮 の程 度 と大 きさ を各

準旗につき右、左の順に次の如 く記載 した◎

○硬結。◎強度の硬結◎◎萬血せる硬結。△

痂皮形成。※膿瘍。●潰瘍。 ×疲痕化せる潰瘍

数字は反鷹の大さを㎜ で示した◎
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'3資 験 成 績(第2表)
,

B.C。G.接 種 の整 日 を第111と し、 以下 第14日

迄 観 察 した。 第1日 及 第2日 迄 は既 述 の如 く大 秦

の みに 「ヘ スペ リン」 をふ りか け た が 、封 照 群 と

共 に 何 れ も死 亡 す る もの が 多 埜 の で ・第3日 目 よ

りは 「ク ・一 ヅ ア」 を爾 群 に加 えた ◎ 、

B.C.G.接 種 前 の 「ツ」 反 慮 は何 れ も 確實 に 陽

性 榔 化 を示 した ◎

B・C.(き 接 種 後 第1日 に於 て既 に 、1週 間 前 よ リ

ドヘ スた リン 」 を投 與 され た 群 と樹 照 群 に 於 て は
も

反慮の 大 さ及程度に相當の 差異を認め得た◎郎

ち、以下は腹部皮満に於て正中線の爾側に於ける

接種局所攣化 の中、右左何れか攣化の程度、大さ

の大液る方 を取って観察すると、封照群に全然愛

化 を認めぬものに17例 中1例 、5mm以 下の もの

は3例 で、5mm以 上のものは13例 で、 反慮の程

度 も16例 に硬結 を認め、斑血せる硬結が3例 で

あつた◎
　

「ヘスベ リン」側は17例 中攣化を認めぬもの6例 、

5mm以 下3例 、5mm以 上6例e反 慮の程度 も認

め得る硬結は6例 で、拙血せる硬結は1例 であつ

たδ

第3日 に及んで、此日より墾}照群10匹.「 ヘス

ペ リン」群9匹 となつたので、雨群に 「クローヴ

ァ」を投與 し始めた事は既述の通 りであ菟◎此 日

封照側には早 くも壊死に陪つて痂皮を形成するも

の2例 現れ、強度の硬結 を示す もの も2例 現れた

が 、 「ヘ スペ リン」側 で は 壌 死 に 陥 る もの は な か

つ た 。

第5日 に及 び 、「ヘ スペ リン」側 はNe.25に 於

て 最 初 の 壊 死 に よ る痂 皮 形 成 を見 た 。 此 時 樹 照側

は3例 の 痂 皮 形 成 を示 し、lll血せ る硬 結1例 、 強

度の硬結2例 であつた。

第7日 目に於ては、封照側は硬結の程度に留る

ものな く、潰瘍 を形成するもの1例 出現 し、痂皮

形成せ るもの2例 、膿瘍5例 で凄つた。「ヘスベリ

ン」側は痂皮形成1例 、膿蕩2例 のみで、潰瘍は

1例 もなかつた◎

第10日 目に及び、封照側10例 中定型的潰瘍を形

成せ るものはd例 、痂皮形成1例s膿 瘍3例 と進

展 したが、「ヘスペリン」側は9例 中1例 のみ潰瘍

を認め、痂皮形成1例 、膿瘍1例 で、他は硬結の

程度であつた◎

其の後次第にKQch氏 現象は進展し、強度の硬

結は腫脹 し、畿赤緊張 し、或は膿瘍に、或は壊死

に陥 り、痂皮 を形成 し、更に自潰 して潰瘍 を作

り、潰瘍は痕痕化して行つた。

其の聞 「ヘスペ リン」側は第2表 に示す様に、

封照側よりも其の焚現進展は輕度で、潰瘍にまで

至るものは少なかつた6帥 ち、第14日 目に於て、

封照側は10例中膿瘍2例 、8例 は悉 く潰瘍或は其

の癩痕化を示すに封 し、「ヘスベ リ、ンJ側 は9例 中
ち

4例 は硬結の程度に留 り、潰瘍及び其の痕痕化を

示すものは4例 であつた◎

第 二 表(2・3・5.6.8.10・12・13日 省 略)
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、

4紬 括 並 に 考 案

1891年Kochに 依て記載せ られた所謂Koch

氏現象は、アレルギ♂性反慮と解される。人型フ

ランクフル ト株 を以て感作した後、B.C.G.の 如

き弱毒株を接種 した場合に於ても、Kochの 記載t

したような膿瘍或は潰瘍形成の焚現を見た事は、

柳澤氏の實験 と同一結果を得た。而して、B.C.rG.

接種前1週 聞よ砂充分に 「ヘスベリン」を投與 し

た結核海猿に於てはK・ch氏 現象の鯉 、進展は
相當㈱ される事親 た9鞭 験に於て當初

、實
験條件の可及的輩徽 を試み・一脇 茱を全く與

えすに・水と大難 のみを以て飼育したが
、動物

29



の死亡するもの多く、止むを得 す 中 途か ら再び

「クローヴァ」を投與 したが、之に依て實験條件

は混露しした ものとは思はれな㍉%爾 群に於ける差
謹 幾

異 は專 ら 「ヘ スペ リン」 に飼1する もの と考 え られ
爆 。る

◎

ビタミンPは 血管中毒性紫斑病に有敏なるビタ

ミンとして記載されて以來、主として過敏症に封

し抑制的数果を種々實験され、町 口氏(3)④によれ
ま

ば 、家 兎 のArthus現 象 は ピタ ミン セに 依 て抑 制

され 、 人禮 「ツ」 皮 内反 慮 も抗 原 の適 當濃 度 に於

て は 、 ビタ ミンPを 加 えた 場 合 に柳 勧 され る と云

ふ 。 され ぱ 、 ア レノレギーi現象 と解 せ られ'るKoch

氏 現 象 が 、 ビタ ミンPに 依 て抑 鋼 され る や否 や は

豫 想 出來 ぬ事 で は な い が 、 本實 験 に よつて 、 少 く

と もB.C.G.の 如 き弱 毒 株 に よ るKoch氏 現 象 は

和 當抑 制 され る事 を認 めた 。
婁

聖 、5結 論

ビタ ミンPはB・C・G・ に よ るK・ch氏 現 象 に封

し抑 飼 的 作 用 を呈 す る。

摘筆 するに臨み御懇篤 な る御指 導 並 に御校閲 を賜っ

た坂 口名響敏授、沖中教授 、北本 助教授 に封 し満腱 の謝
曳

意 を 表 す る 。 さ
1、..'k
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